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序

平成21年は、斎宮跡が国史跡の指定を受けてから30周年をという節目の年を迎え、 3月29日に

は、指定当時からご尽力いただいた関係者・団体等多くの方をお招きし、記念式典をおこない、

あらためて斎宮跡の重要性を感じました。

また、 7月10日には長年にわたる発掘調査で出土した大鼠の出土品の中から2,661点が一括し

て国の重要文化財にはじめて指定された年でもあります。

一方、 30年を振り返り、今まで以上に斎宮跡を町の活性化の中心とするため「斎宮跡を核とし

た町の活性化甚本方針」をまとめました。今後は、基本方針で掲げた各種取り組みをどのように

事業化し、活性化につなげていくかを地域の人々と共に進めていかなければならないと考えてお

ります。

また、三璽県において検討いただいております史跡束部の実物大建物復元などの史跡整備につ

いても、整備基本計画書が提示されましたので、平成25年の伊勢神宮式年遷宮を目標に、地元の

方々とともに実現できるよう努力していかなければならないと考えています。

このように保護・保存を進める一方、史跡地内には約600世帯に及ぶ住民が生活していること

もあり、生活に結びつく現状変更等許可申請が数多く提出されます。

この報告書は、平成20年度に提出された現状変更等許可申請の中で事前発掘調査が実施された

5件の結果についてまとめたものです。

現状変更に伴う調査は、広い史跡内に点在しており、計画調壺では得られない貴重な成果を与

えてくれるもので、その稜み重ねが斎宮跡を解き明かすものと思っています。

最後になりましたが、発掘調査にご理解とご協力いただきました地元地権者のみなさま、また、

発掘調査から報告書作成に至るまでご協力いただいた斎宮歴史博物館調壺研究課の方々に対して

ここに厚くお礼申し上げます。

平成22 (2010) 年 3月

三重県多気郡明和町

町長中井幸充



例戸

1 本書は、平成20(2008)年度に明和町が実施した史跡斎宮跡（三重県多気郡明和町斎宮・竹川地区

の現状変更緊急発掘調査の結果をまとめたものである。

2 本書に掲載した調査は、国庫および県費の補助金を受けて実施したものである。

3 調査は明和町が主体となり、斎宮歴史博物館調査研究課および明和町斎宮跡課が現地調査を担当し

た。

4 調査区名の表示方法（例： 6AL13) については、『史跡斎宮跡平成13年度発掘調査概報』（斎宮

歴史博物館 2003) による。

5 遺構の平面図は、過年度との整合をはかるため、「測地成果2000」以前の旧国土座標第VI系に相当す

る座標系を用いて表示している。

6 遺構の時期区分については、『斎宮跡発掘調査報告 I』(2001) を基部とした。

7 造構名冒頭の略記号は、遺構の形態から以下のように表記している。

SA: 柱列・塀 SB: 掘立柱建物 SD: 溝 SE: 井戸 SF: 道路

SK: 土坑 SH: 竪穴住居 sz: 落ち込み等 sx: 墓・不明追構

8 図而・写真等の調査資料類および出土追物は、斎宮歴史博物館で一括保管している。

9 本書の執箪は、大川勝宏・角正芳浩（斎宮歴史博物館）、中野敦夫（明和町斎宮跡課）が分担し、編

集は角正・中野が担当した。なお、文責は文末に示した。
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第 1図 発掘調査地区位置図 (1: 10,000) 



ー ＇` 目u i=i 

史跡斎宮跡では、平成20年度に41件の現状変更等許可申請が提出された。史跡指定後、年間約40~50件

程度で推移してきたものが近年では30件程度に減少しており、今年度の状況はこうした傾向が顕著になっ

てきているといえる。

内訳をみると、史跡内住民による個人住宅の新築や撤去、樹木の植栽や撤去、明和町による上下水道の

整備、道路の修繕などがある。このうち、発掘調壺が必要となった案件はわずか6件であった。

平成17年度以降継続して実施されている明和町の下水道事業は、町単毀により第161-2次調壺として

87.4面の調疵を行った。これは今年度実施した現状変更に伴う調壺面稜全体(237.26面）の37%にあたる。

この下水道事業にかかる調査成果については、別途調査報告書の刊行を予定している。

第161-1・3・4次調壺は個人住宅の新築・改築に伴う調査で、建物の基礎にあたる部分を中心に調壺

した。

第161-5次調査は個人住宅新築に伴う浄化槽部分の調査、第161-6次調査は個人の農業用倉庫新築に

伴う基礎部分の調壺を竹神社西側の県道沿いの宅地で行った。

平成20年度の史跡現状変更に伴う調壺は、下水道事業に伴うものを除いて、小規模なものが多く、斎宮

跡の実態解明にとって重要な成果をもたらすものではなかったが、住宅密集地における遣構の密度や遺構

面の高さなど、史跡保護に係る貴重なデータの蓄積がなされたことを評価したい。 （角正芳浩）

年度 現状変更申請数 発掘調在件数 調鉦而籾（面） Iうち補助金調森件数II司調企而戟（面）

昭和54 33 17 3,968 12 996 

55 12 1,281 10 815 

12 5,416 10 696 

57 8 657 7 577 

58 52 16 3,757 10 1,440 

59 30 15 2,884 12 1,589 

60 39 8 1,260 5 1,014 

61 12 1,845 ， 1,507 

62 57 16 2,854 13 1,620 

63 46 17 8,820 7 1,131 

57 16 7,091 ， 1,061 

58 8 1,397 5 914 

46 3 1,550 1 1,190 

4 41 6 895 5 825 

5 48 8 1,670 6 1,090 

6 6 1,360 4 1,032 

7 2 587 1 480 

8 6 709 4 613 ， 832 452 

10 28 4 882 396 

11 37 8 816 3 186 

12 42 10 512 8 469 

13 38 14 439 5 409 

14 39 22 760 4 304 

15 44 558 8 1,124 

16 45 24 2,372 7 762 

17 31 14 3,002 8 338 

18 31 12 1,021 8 323 

19 50 12 374 11 270 

20 41 6 237 5 150 

計 1,310 333 60,806 201 23,773 

第1表 史跡現状変更等許可申請の推移
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II 
調 査 報 告

1 第161-1次調査 (6AQ7)

調査場所

原因

調査期間

調査面積

調査概要

第161-1次調壺は史跡北部、斎王の森の北東約300m

に位置する雑種地において、個人住宅の新築に伴い実施

した。当該地にはかつて潰物工場等が建っていたため、

攪乱が多く認められた。

調査地は約0.6mの盛土がされており、現地表面から約

1.0m掘り下げた地点で遺構検出面である地山面に達

した。基本層序は、盛土・旧表土・黒褐色上（黒ボク）．

明褐色粘質土（地山）となる。遣構検出面のレベルは、標高約10.7mである。

検出された遣構には、鎌倉時代の溝 1条、土坑2基のほか複数のピットがある。 SD7339は隣地で実

施した第106-2次調壺で検出されており、今回確認されたのは、その西側の延長部分にあたると見られ

る。ピットとの重複が著しいが、幅0.6~1.3m、深さ15~25cmの規模をもち、土師器皿 (1)や陶器（い

わゆる「山茶椀」） (2~4)等が出土した。 SK10040は、調査区の南西隅で一部分を検出し、土師器鍋

(5)が出土した。 SKl0041は、調査区の北西部で検出した。長径約l.Om、短径約0.7mの平面楕円形

をなし、検出面からの深さは約30cmである。陶器 (6)が出土した。いずれも出土した土器から、 13粧

紀代と考えられる。 （角正芳浩）

多気郡明和町大字斎宮字楽殿2891-4

住宅建築

平成20年 9月8日 ～ 同年 9月17日

46面

’’’ 

@ 

-161.948-

上ロニニロ晶
0 5m 

。
10m 

1明黄褐色土（山砂） 客土 10YR7/6
2こぶし大礫 ｝ 
3褐灰色粘質土 7.5YR5/1
4にぶい黄褐色土 10YR4/3
5黒褐色土（黒ボク） 5YR2/1 
6黒褐色土と7.5YR5/8明褐色粘質土の混在（樹木根） 10YR3/2 
7黒褐色土10YR2/2
8黒色土に7.5YR5/8明褐色粘質土混ざる（樹木根） 10YR2/1 
9黒褐色土に7.5YR5/8明褐色土混ざる（樹木根） 2.5Y3/1 
10黒褐色土（樹木根） 2.5Y3/1 
11明褐色粘質土（地山） 7.5YR5/8 

第3図 第161-1次調査遺構平面図 (1: 200)・断面図 (1: 100) 
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第4図 第161-1次調査出土遺物実測図 (1: 4) 

-2-



2 第161-3次調査 (6AK13)

調査場所 多気郡明和町大字竹川字東裏267

原 因住宅建替

調査期間平成20年11月18日 ～ 同年11月26日

調査面積 19. 6rrf 

調査概要

第161-3次調壺は、史跡南部の県道（旧参宮街道）

沿いの宅地において、個人住宅の改築に伴って実施し

た。当該現状変更では事前の地質調査の結果に基づき、

パイルエ法により施工されるため、鋼管杭の打設予定

箇所をつなぐ形で布掘り状に調査区を設定した。

調査の結果、現地表面からl.2~1.3m掘り下げた地

点で遺構を検出できる黄橙色粘質士の地山面に達する

が、申請地全体が北に向かって緩やかに傾斜しており、現況では lm近い盛土がなされていた。この盛

土内から近世後期の陶磁器が出土した。

遺構はほとんどなく、確認されたピットや溝、落ち込みはいずれも近世のものと見られる。溝からは、

近世の土師器片が出土している。 （角正芳浩）

第5図 第161-3次調査区位置図 (1: 2,000) 
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1山砂
2粗しょうな黒褐色壌土 10YR3/1
3礫まじりでやや粘性のある黒褐色土（盛土） 10YR3/2 
411! しょうな褐灰色壌土 7.5YR4/1
5やや粘性のある灰褐色壌土 7.5YR4/2
6灰黄色粘質土 2.5Y6/2
7やや粘性のある灰黄褐色壌土 10YR4/2
8シルト混黒色壌土 10YR2/1
9礫混褐色土（盛土） 10YR4/4 
10灰黄褐色土（盛土） 10YR4/2 

第6図 第161-3次調査遺構平面図 (1: 200)・断面図 (1: 100) 
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11粗しょうな黒褐色土 10YR3/2
12粗しょうなにぶい黄褐色土 10YR4/3
13粘性のある灰黄褐色土（盛土） 10YR4/2 
14黒褐色壌土 10YR3/2
15地山混黒褐色填土 10YR3/2
16井戸埋土

17黒褐色填土 10YR3/1
18粘性の強い暗褐色土 10YR3/3
19明黄褐色粘質土（地山） 10YR7/6 
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第161-4次調査 (6AS8)

調査場所

原因

調査期間

調査面積

調査概要

本調査は、史跡の北束部の宅地とその延長の畑地で、

個人住宅の離れの新築に先立ち、実施した。調壺箇所は、

史跡束部で確認されている平安時代の方格地割の想定北

限ラインの北側にあたり、昭和59年度に、今回の東方約

70mで実施した第54次調奎でも、方格地割の北限に関わ

るとみられる溝のほか、平安時代後期～末期の小規模な

掘立柱建物が極めて密集した状態で確認されている。今

回の調査でも、同様に高い密度での遺構の確認が予想された。

調壺区は、現状変更申請地の敷地内で、建設予定地に南接する箇所で、約70面の調査区を設定した。

調壺の結果、現地表而から40cmほどで、明黄褐色粘土の地山面に達し、予想通り高い密度で掘立柱建物

の柱とみられる迪構を多数検出した。調壺区が狭諮であるため、建物として全体像が確定できないが、

少なくとも SB10042~10047の6棟以上の掘立柱建物を確認した。

土坑はSK10048・10049を検出した。調査区西壁にかかるように検出した SK10048は長径約3.0mで、

略方形を呈し、追棉検出而からの深さは約0.3mである。炭化材の小片を伴って、斎宮跡編年の II-1期

に相当する土器類が出土した。また、調査区の東壁にかかるように検出した SKl0049は一辺約2.0mの

略方形で、深さ約0.3mである。 m-s期～鎌倉時代の土器類が堅理箱で 1箱分出土した。全体的に調査

区の南にいくほど追構の密度は低くなるようである。

出土辿物は、 SK10048から、調査区外の部分も広いと想定されるものの、土師器杯・皿・甕を中心に、

賂理箱で 5箱分の土器が出土している。この中には、士錘・製塩土器片や、朧羽口片・鋳型用素材粘土

を焼成したとみられる小片も含み、当該地域の性格を考える上で興味深い。また柱穴から緑釉陶器段JII1

(40) の破片も出土している。 （大川勝宏）

多気郡明和町大字斎宮字西前沖2650-2、2651

住宅建築

平成20年12月2日

72.5吋

～ 同年12月19日

” 
ず"- ---7"y'rrl 

I I 01:!i/ 
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第 7図 第161-4次調査区位置固 (1 : 2,000) 
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SB10046 
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15 
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14 

。
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。7 ゚

1褐灰色壌土（表土） 10YR4/1 
2灰黄褐色壌土 10YR4/2
3土器片を含む黒褐色壌土 10YR3/2
4土器片を含み粘性の強い黒褐色壌土 10YR3/2
5地山土粒を含む黒褐色壌土 10YR3/2
6地山土粒をわずかに含む灰褐色壌土 7.SYRS/2
7やや粗しょうな褐灰色壌土 10YR4/1
,,1ヽ 礫を含む褐灰色壌土 10YR4/1
9黒褐色壌土 10YR3/1
10やや粘性のある黒褐色填土 10YR3/1
11地山土粒をわずかに含みやや粘性のある黒褐色壌土 10YR3/1
12地山土粒を含み固結度の高い黒褐色壌土 10YR3/2
13粗しょうな褐灰色壌土 10YR4/1
14地山土粒を含む灰黄褐色壌土 10YR4/2
15明黄褐色粘土（地山） 10YR6/6 

。
5m 

第8図 第161-4次調査遺構平面図 (1: 200)・ 断面図 (1: 100) 
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第 9図 第161-4次調査出土遺物実測図 (1:4) 
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4 第161-5次調査 (6AQ12) 

調査場所 多気郡明和町大字斎宮字牛葉2996

原 因住宅改築

調査期間平成20年12月2日

調査面積 5.8吋

調査概要

第161-5次調寮は、史跡東部の県道（旧参宮街道）沿

いの宅地において、個人住宅の建設に伴う合併浄化槽の

設置に伴い実施した。

調壺の結果、現地表面から約0.8m掘削した地点で地山

面を確認したが、調査区内は広範囲にわたって攪乱され

ており、これが本来の地山レベルであるかどうか不明で 第10図 第161-5次調査区位置図 (1:2,000) 

ある。攪乱に伴う落ち込みを確認したのみで、明確な遺

構は確認されなかった。また、遺物の出士もない。 、 （角正芳浩）

戸

®>
56、946

I 

マ̀;0 

l
2
 

E" 。
s-110 ブ

5m 

1表土
2攪乱土

0 5m 

第11図 第161-5次調査遺構平面図 (1: 200)・断面図 (1: 100) 

5 第161-6次調査 (6AQ12) 

調査場所 多気郡明和町大字斎宮字牛葉2996、2998-5

原 因農業用倉庫新設

調査期間平成21年 1月27日 ～ 同年 1月29日

調査面積 6面

調査概要

第161-6次調査は、史跡東部に位置する畑地および

宅地において、農業用倉庫の新設に伴い実施した。

基本層序は上層から、旧表土、黒褐色土（黒ボク）、

明褐色粘質土（地山而）となる。構検出而は標高約11.0

mである。

検出した遺構には、平安時代前期の溝 1条、土坑2基、 第12図 第161-6次調査区位置図 (1:2,000) 

ピット 1基があるが、調査面積が狭小であるため、遺構

の性格については明らかにできていない。

S D10050は、幅0.7m、検出面からの深さ25cmで、断而は逆台形の東西方向の溝である。 SKl0051 

は調査区の西側で検出した。平面は隅丸方形に近く、検出面からの深さは40cmである。 SK10052は調脊

区の東側で一部分を検出した。検出面からの深さは30cmで、土師器杯・甕、緑釉陶器椀等が出土した。

(1 . 2)は、緑釉陶器稜椀である。いずれもK-90号窯式期2型式（斎宮編年JI-3期）に相当する。

-6-
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臼互互戸戸号，
'8'------・1b 。

5m 

1黒褐色砂質土（表土） 10YR2/3 
2黒褐色砂質土（黒ボク層） 10YR2/2 
3黒褐色砂質土（溝埋土） 10YR3/2 
4黒褐色砂質土に地山プロック多く含む（ピット埋土） 10YR2/3 
5暗褐色砂質土 10YR3/3
6暗褐色砂質土、しまり弱い（攪乱埋土） 10YR3/4 

第13図 第161-6次調査遺構平面図 (1: 200)・断面図 (1:100) 

本調壺区は竹神社の西側に位置し、方格地割りの牛葉西

区圃の東端にあたる。束隣の牛菓東区画は斎王の居所であ

る「内院」であったと考えられている。区圃の大部分が近

鉄線以南に位置することもあり、牛莱西区画における調査

事例は極めて少ない。今回の調査では「内院」隣接区画の

状況について、わずかではあるが貴重なデータを得ること

ができた。 （角正芳浩）

7暗褐色砂質土、しまり弱く土器片含む（攪乱埋土） 10YR313 
8黒褐色砂質土に地山混じる 10YR211
9暗褐色砂質土、しまりあり土器片含む 10YR3/3
10暗褐色砂質土、しまり強く地山プロック多く含む 10YR3/3
11暗褐色砂質土に地山プロック混じる 10YR3/3
12褐色シルト（地山） 10YR4/6 

＼
 ＼
 。

~ JO.cm 

第14図 第161-6次調査出土遺物実測図

(1: 4) 

調在
辿構番号 稲別

調査II寺
地区 時期 迫構の性格・辿物・その他次数 遺構名

161-1 SD7339 溝 溝1 13世紀代 106-2次調在で検出した延長部分

161-1 S K10040 土坑 士坑3 13世紀代

161-1 SK10041 土坑 土坑4 13枇紀代

161-4 SK10048 土坑 土坑 l Al 11-1 土(Jili器杯A・杯G・IIILA・1;,;杯・甕• 長Ill司甕・製塩土器／須恵器

杯A・ 杯B・ 蓋・ 鉢・ 硯．甕・把手付盤／土馬？• 土錘

161-4 SK10049 土坑 土坑2 BI N 土師器小llll・ 鍋／陶器椀（山茶椀）

161-6 SD10050 溝 溝1 11-2 

161-6 SK!0051 土坑 土坑 1 [[-2 

161-6 S K¥0052 土坑 土坑2 II-2 

第 2表第161-1•4·6次調査検出遺構一覧

調壺
辿構番号 ピット 時期 規模 柱間 主軸 方位 備考次数

161-4 S Bl0042 (Al) Pl8/ (Bl) P35 II-1か -(-) X-(-) 2.4m 束西 N2°E SB より古

161-4 S B10043 Al-Pl・11・14/ A2-Pl5 1[一2か -(-) X2(4.2) 2.2m 束西 N4'W 

161-4 S B10044 
Al-P2·17/B2-P9·23• 

ill -(-) X2(4.0) （梁）2.4m 
東西 N4'E 

25 （桁)2.0m

161-4 S B10045 Bl-P5・9・27 /B2-P14 ill -(-) x-(-) 2.!m ？ N15°E SB より古

161-4 S B10046 B2-P5・17 IIか -(-) X-(-) 3.0m 南北？ Nl0E 柵列か

161-4 S B10047 
Bl-P32• 33/B2-P21/ 

ill -(-) X2(4.6) 2.3m ？ Nl"E B3-P6 

第3表第164-4次調査掘立柱建物一覧
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番乃 器 "'" 
岱形 謳 法M(cm) 謂悠・技法の特徴 胎：LE 焼成 色閤 残~／虚 備名 罰

第161-1次潤在

1 161-1 上師料 小！皿 SD1339 諜 !l ナr.lデ粒部ヨコナデ体部オサエ・ 密 良 灰故褐10YR5/2 口緑部4/12 001-03 

2 161-I ,,陶,茶"椀 椀 S"7339 窃閑:11台:,径 (1.65.0 ) H糸・部りJI/ロ{クロナデ. "部"'転 l~'I色0,粒0M多の介 良 桟黄2.5Y7/4 窃合完形ほぽ 001-00 

3 161-l 山樹茶器椀 椀 5D7339 泊淵i台邸" 
(2,.6) ., 体切I部ii!ロ店ク付ロ甜ナデ台 底郎'"'転糸 密 良 外内 ：： 浅黄黄灰22..55YY715/l3 麻合笥,em 窃内外台U,部i籾il然9役釉艇 001-05 

4 161-1 山似茶9器椀 椀 SD7JJ9 研屈"泣往； （（轟 休り"部"ロ"'ク'イ寸ロMナデl底部'"'転糸 密 良 灰l'.J2.5Y7/l 甜台部紺1Z 内面自然科I 001-0・1 

5 161-1 ・UW岱 " SKI0041 
サl―lエ粒後部ヨヨココナナデデ内w而,邪ヨ外コiナ葡オデ ,-・, 色,.拉o,,多の介 良 にぶい災投10YR7/4 1-1緑以部下1/12 外表而スス付杵 001-02 

6 161-1 ,,陶,茶賂椀 椀 SK10040 
麻翡台径 !! 休ナデ部ロliHクIロ;灯ナ台デ底部糸りJ後 密 良 灰l虫i5Y7/1 祁,,合a部,n11112/12 内内而外1而糾U,然-m利l焼きIi< 001-01 

第IGl 4次閲在

1 161-4 I潅,1喝 杯 SK10048 翡 琵 デ「I秘・オ部サヨエコナ内デ而ナ休ァ邸外韮iナ 密 良 祖5YR7/8 口緑部2/12 001-08 

2 161-4 土師器 杯 SKI0048 
翡 'l:: デ9ー1緑・オ部サヨエコナ'"デ面ナ休デ部外而ナ 密 良 橙5YR6/8 i:1緑部6/12 002-01 

3 161-4 "'"''甜 杯 SK¥0048 翡 牙iデII緑・オ部サヨエコナ内デ而ナwデ部外jr,jナ 密 並 悦5YR6/8 1:1緑部10/12 002-02 

4 161-4 :l・FL耐器 杯 SK10048 
翡

舟4., デ"'-・"オ沼サヨエコナ内デifiiナ体デ部外而iナ 術 良 杞SYR6/6 i.:1絵部2/12 001-06 

5 161-4 」：師料 杯 S1<10048 
翡

1n  デII緑・オ部サヨエコナ内デ而ナ体デ部外面ナ 密 良 楼5YR6/8 l―l緑邪4/12 001-01 

6 161-4 .,, 師器 杯 SK10048 諜 14.2 デ「I緑・オ部サヨエコナ内デ而ナ休デ部外ifiiナ 密 良 l¥15YRG/8 口緑llWI2 001-03 
3.1 

7 161-4 :l. 師料 杯 SKI0048 
翡 ii:: デ'"緑・オ部サヨエコナ内デ而ナ休デ部外而ナ 密 良 叫赤街2.5YR5/8 口射：邪3/12 001-01 

8 161-4 :!.Mi甜 杯 SKIOOIS 諜 舟2
.3 

デl―,,・女オ部サヨエコナ内デ而ナ1本デ部外ifdナ 密 良 橙5Y2R.56YR/66/6~粒 口緑部3/12 001-05 

， 161-4 J: 師僻 杯 SKI0048 謳 'l:! ,ラ,ケ,,ズ部リヨ・ナコデナ・オデサ体エ部内外ilii而ナヘデ 密 良 阻5YR6/6 1:1緑部3/12 001-07 

10 161-4 :JJ:iji淵 杯 S1<10048 
翡

1128 9 デ''緑、オ部サヨエコナデ体部外而ナ 白~色2.10吃叩多の介 並 にぶい黄杓10YR7/4 l―l緑部2/12 002-00 

11 161-4 ·l:fl•fi恭 杯 SKI00,18 温 髯 デ「I緑・オ部サヨエコナ内デ而ナ休テ部外祉iナ 密 良 柑5YR6/6 r:11北部9/12 001-02 

12 161-4 土師淵 杯 S100048 諜 舟！ デII緑・オ部サヨエコナ内デ"''ナ休デ部外而ナ ,~・, 色2,"0叩多の介 並 外内 ・ 浪浅政災投'1710.5YYRl<88//34 11緑部2/12 002-05 

13 161-4 c1c1,, 甜 皿 SKJ0018 鵡
17.0 デII緑・オ部サヨエコナ内デ葎iナ1本デ部外101ナ 密 良 橙5YR6/8 I―l緑部4/12 002-04 
2.4 

14 161-4 .l: 師盟 1111 SK10048 澁 1;:: デn,・.饂オIサヨエコナ1村デ面ナH・デ部外,. .,. " 良 橙5Yll1/8 1:1緑部3/12 002-03 

15 161-4 上侃;,i Illl SK1004B 諜 ';) サJ_Jエ緑部・ナヨデコナ内デ而ナH瑠デJ外J葡才 -,,, 2色.0,,-.,介の 良 橙7.5YRG/8 l―l粒部3/12 内外面）↓［部刻i1f 005-07 

16 161-4 ;I:/:, 『俗 1:,, 杯 SKI00.18 l―l径 218 杯外ナデ部而ナ：デl―1緑・オ部サヨエコナ・デハ.ケii内嘩1面 ~白J色.O位,-合の 並 杓5YR6/8 l―l舷部5/12 004-05 

17 161-,t J, 師器 改 5100048 
翡 晶!ナ"'"メハ部ケヨ、コ内ナデ而．ヨ｛コおハ部ケ外4涌ナ ~'"3色,0"m介の '" 浅黄橙10YR8/3 日緑部5/12 内外表面赤変 003-06 

18 161-4 I: ・帥i岱 甕 S1<100'8 翡 晶tテII9粒ヽケ部l勾ヨ;;コ;ナナデデ.・wヨ部コハ外ケ而ク やや粗 並 にぶい此橙IOYR7/1 1:1緑部2/12 外「1緑表in部iポス疫スH符 004-03 

19 161~4 .:!. 師僻

" 
SK10048 揺 晶！ テIIハ緑ケ部内ヨ而コナデ.ケw部外面ク

ヨコハ
i'.J-色,.粒o四多の含 ,11, 浅災控lOYRS/3 1-1緑部2/12 外表mi赤変 oo,-os 

20 161-4 J北,,悩

" 
SKlOO~S 諜 謬 テ'"ハ対ケ昂内ヨ而コ瀾ナデ帆.不J小1り部l外lJ,jク 白~色2.粒0,,多の介 並 洩俎澄JOYRB/3 l―l緑部2/12 002-08 

21 161-4 J・r1雨淵 央 SK10048 諜 晶｝ テI―Iハ緑ケ部内ヨ面コナデ、、ケH, 部外面タ
ヨ,, ~,,, L色O泣叩介の 並 浅没控1DYR8/3 i:I舷部2/12 003-01 

22 161-<1 こ l:~i『盛 炎 SI00048 
翡

1417.9.2 ) テIIハ緑ケ部内ヨ而コナヨデコ．ハケ体部外rn;タ ~'"L色O"-,介の 並 灰1'.ilOYR8/Z 11緑部1/12 003-05 

23 161-4 I: 「1,1;甜 甕 SK10018 謳 晶fテl―lハ緑ケ部かヨ？コナデ"部外rn;タ l~'I色3,位0"多の介 囁； 浅故位IOYR8/3 1:1秘部3/12 004-02 

" 
161-4 土師樅 史 SK10048 揺 晶fテ''ハ緑ケ部・ヨナコナナメデ"ケ休部外IT,iク '~"色2.泣0皿多1の介 並 浅黄IQlOYRS/3 11緑部2/12 003-03 

25 161-4 土糾'" 由ヽ~ SK10018 
翡 晶fデI―1緑・オ部サヨエコナ内デ而ヨ休コ部ハ外ケ;n; ナ ,~,, 色2.枕0.. 多の介 並 樅7.5YR7/6 l―l粒郎3/12 内外外rn;赤1面疫スス付れ 004-04 

26 161-4 :J・(lrfa淵 焚 SKIOO.J8 諜 (621..9) 0 テII9緑ヽケ部・オヨサコナエデ内佐曲部ナデ外・iハ蘭クケ ややヰll
'"・ 

浅此樅7.5YR8/4 r1舷部3/12 002-07 

27 161-4 "'師僻 梵 S1<100・18 
翡 謬 テII9緑ヽケ部内ヨ而コナヨデコ`ハケ体部外"'" ,~・, 色2.位0緬多の介 並 にぶい黄橙IOYR7/4 1-1舷部3/12 003-02 

28 161-4 」濯i沿 甕 SKI0048 悶 品iナ,, メ緑ハ部ケヨ~コ内ナ而デ冒ヨ休コハ部ケ外か面？ナ -,,, ,色.,,.,,,. 合の 並 浅黄粒10YR8/3 11緑部2/12 003-01 

29 161-il 土師閑 売 S1(10048 謡 (1210.3.2 ) ナハ11ケ緑メハ・部ケナヨナ・コタメナテハデハケケtt,洲内1外而mヨ;ナコ '~"色3,泣0,-多の介
'"・ 

桟災投10YR8/4 l―l緑部4/lZ 004-01 

30 161-4 須恵僻 液 SK10048 1:11登 12.0 IククIロ緑ロナナ部ラデヨロコクナロデケズ休リ部外vrn而,;ロロ 密 良 灰1~15Y7/1 !I枯部4/12 外表面i'.J闘 11 005-02 

31 161-4 須恵器 忍i S1<10048 II径 19.0 IクI緑ロナ部デヨ内コナ而デロク休ロ部ナ外デ11,iロ 密 良 灰N6/ I―1緑部3/12 005-01 

32 161-4 須Jil僻 液 SKJ00-18 口径 19.8 ナ口デ粒部ヨコナデ休部ロクロ

"" 
良 外内 ： ： 1灰em故2.11 5Y6/2 1:1緑部3/12 005-03 

33 161-4 各!ill料 杯A SKI0048 1-1径 12.0 休部ロクロナデ 密 管 灰！り2.5Y8/I 11緑部1/12 004-07 

34 161-'1 須恵岱 杯B SKI0018 商諜台径
I>! 外内切而面奴ロロIVクク;付ロロナ祁ナデデ台，底ロク部ロ［叫ケはズ糸リ 密 良 災杖25Y6/1 ）サ北部4/12 外表面自然利） 004-06 

35 161-4 土鈍 S1'10048 欣全孔＊及往•;/ u ナデ 密 良 灰W.5Y7/1 完形 煎さ29.65g 006-02 
0.7 

36 161-4 "'''' SK10018 9全と孔大長径,u !! ナデ 密 良 灰白25Y8/2 完形 煎さ27.37 g 006-01 

37 161-4 帽 SKI0048 サ1-1エ緑後部ナヨデコナ1勺デ而ヨ体コ部ハ外ケ面オ ~10泣多.0叩介の 霜 位5YR6/6 "'"以部下1/12 内外表而赤変 005-04 

38 161-4 腎 SKJ0048 体デ部庇外部而ハオリサッエケ後ナナデデ内面ナ ,-., 色,.位,,,多の介 良 橙5YR6/6 底部以1下(12 005-05 

JS 161-4 "不'裏明品 SK¥0048 ナデ・オサエ 密 良 浅黄!QlOYRS/3 005-08 

40 161-4 闊 貸翡 賂 n径 17.2 デ↑―i緑部ヨコナデ 1中部ロクロナ 密 良 索"い地抹：灰茶災色25-.5838Y7/2 l―l緑部2/12 007-02 

41 161-4 ,,, 磁 椀 包介h1 諜 (17(3..0) 5) 体部ロクロナデ 密 良 索釉地：灰；灰紐5'"2-857.5Y7/1 口緑部1/12 全外而而施1こ釉巡弁/'/.文0 5M 007-04 

第161-6次濶在

I 161-6 
翡

椀
邸翡台径 'l! ズ「ラl緑リミガ,キ,1ョ而"コヘ'ナ付ラデ"ミガ台体キ部外底面部ケへ 密 良 索10釉地Y：R柳；7梨に/3ぶ色5い-'83"'"5 甜口台舷ほ部ぽ4/12完形 全見ト而込チ詣みン科部，"l に3点の 001-01 

2 161-6 闊 椀 "幽台,・,径 晴 休ガ台キ部底外部面ヘケラズミリガlキ村而"ヘ'付ラ祁ミ 密 良 索釉1ロ0Y地ー：R）ね：75に/-こ84ぶ2や5いな黄ぎ税色（サ 甜台部5/12 内高ン面台痕部に沈に線2点のトチ 001-02 

第 4表第161-1• 4・6次調査出土遺物観察表
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付編史跡現状変更等許可申請

平成20年度に提出された史跡現状変更等許可申諮は、 41件である。発掘調査を行ったのは、前年

度申請分も含め10件で、内訳は、史跡の実態解明のための計圃発掘調査が 4件、個人や公共事業の

現状変更に伴うものが 6件である。

41件の申請の内30件は、宅地敷地内における個人住宅の建設など小規模であったり、工事が簡易

で地下遺構に影態を及ぽさないものである。なお、基礎掘削工事にあたっては斎宮歴史博物館調査

研究課並びに明和町斎宮跡課職員の立会いのもとで実施している。

20年度の申請の内容は、一覧表（第 5表）のとおりであり、これらの申諮を (A)個人等から申

請されるもの、 (B)公共機関等による地域の生活環境整備に伴うもの、 (C) 史跡環境整備および

維持管理等に伴うもの、 (D) 発掘調壺のための申請に分けることができる。

(A)個人等による申請

個人等による申請は、住宅等の新築及び改築、解体に伴うもので23件あった。うち個人住宅建築、

浄化槽設置など発掘調査が必要とされた 5件（第161-1・3~6次調壺）について調査を行い、 1 

件は猜工時期の関係で次年度調査とした。

他の17件については、個人住宅の改築や除去、工作物の設置などで土地利用区分の第四種保存地

区にあたり、工事立会い等の条件付許可により、史跡に影態を及ぼすことなく施工している。

(B)公共機関等による地域の生活環境整備に伴う申請

この申請は12件の提出があった。その内容は、道路修繕等が3件、上下水道管の埋設関係が 2件、

電気・電話関係が 7件があり、工事立会いで着工している。

(C)史跡環境整備および維持管理等に伴う申請

この申請は 2件あり、樹木の植栽である。

(D)発掘調査のための申請

この申請は 4件（第157次• 第158次• 第159次• 第160次調杏）あり、三重県教育委員会が主体と

なり斎宮歴史博物館が実施している計画発掘調鉦で、 2,895吋が調査された。これらの内容について

は斎宮歴史博物館から別途調奎概報が刊行されている。

（中野敦夫）
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申請地 fi 申請者 変更内容 申請日 許可日 変更面積 雰 備 考

1 斎宮字柳原2808-1外3筆 D 三重県（斎宮歴史博物館） 発掘（計画）調査 H20.4.23 H20.5.16 1,280吋 1 第157次調査

2 
斎宮字鍛冶山地内

B 明和町（建設課） 道路修繕 H20.5.23 H20.5.29 142面 1-3 
竹川字中垣内地内

3 斎宮字東加座2463-2外2葦 D 三重県（斎宮歴史博物館） 発掘（計画）調査 H20.5.28 H20.7.3 602ni 1 第160次調査

4 斎宮字柳原・楽殿・下園地内 B 明和町（上下水道課） 下水管埋設 H20 6.4 H20.7.18 L=1,330m 
1・

第161-2次調査
2・4 

5 斎宮字御館2951-1外3筆 D 三重県（斎宮歴史博物館） 発掘（計画）調査 H20.6.20 H20.7.18 525"1 1 第158次調査

6 竹川字東裏266-8 A 個人 カーポート設置 H20 6.13 H20.6.25 60nl 4 

7 斎宮字楽殿2890-6 A 個人 倉庫設置 H20.6.14 H20.7.18 97.2面 3 

8 斎宮字牛葉2996 A 個人 住宅改築 H20.6.17 H20.7.18 131.66rr/ 4 第161-5次調査

， 竹川字古里579 A 個人 給水管設置 H20.6.23 H20.7.18 L=98. 1 m 3 

10 斎宮字楽殿2893-1 A 個人 自宅駐車場の改修 H20.6.25 H20.7.2 34.72ボ 4 

11 竹川字東裏353 B 
西日本電信電話（株）

電話柱の移設 H20.6.25 H20.7.2 1本 4 
三重支店

12 斎宮字楽殿2891-4 A 個人 住宅建築 H20.7.14 H20.8.8 lOOrri 3 第161-1次調査

13 斎宮字内山3038-17 A 個人 樹木移植 H20.7.15 H20.9.3 2本 4 

14 斎宮字西加座2775、2776 D 三重県（斎宮歴史博物館） 発掘（計画）調査 H20.7.31 H20.9.3 838rri 1 第159次調査

15 斎宮字宮ノ前3121外 C 
明和町緑のまちづくり推進

植栽 H20.7.15 H20.9.26 L=280m 
1 

委員会 1,000本

16 斎宮字西加座2774-1 B 中部電力（株）松阪堂業所 電柱の建替え H20.7.24 H20.8.4 1本 1 

17 竹/11字東裏267 A 個人 住宅建替 H20.7.31 H20.9.3 96.09ボ 4 第161-3次調査

18 斎宮字牛葉・鍛冶山地内 B 明和町（建設課）
フェンス及び道路修

H20.9.9 H20.9.25 123nl 3 
箱

19 斎宮字西前沖2650-2、2651 A 個人 住宅建築 H20.9 16 H20.10.17 124.25m' 2 第161-4次調査

20 斎宮字楽殿2890-4 A 個人 自宅駐車場改修 H20.9.26 H20.10.10 27.2面 4 

21 斎宮字東加座地内 A 個人
電灯弓I込みポール及

H20.10.6 H20.10.16 1本 3 
び支線設潰

22 竹川字花園667 A 個人 住宅建替 H20. I0.29 H20.11.13 53.9rri 4 

23 竹川字東裏352-1 A 個人 フェンス設諷 H20.10.31 H20.11.14 L=50m 4 

24 斎宮字牛葉3391 A 個人 フェンス設置 H20.70.37 H20.11.11 L=50m 4 

25 竹川字東裏336-1 B 中部電力（株）松阪営業所 アース設置 H20.11.4 H20.11.11 2か所 4 

26 竹川字南裏地内 A 個人 カープミラー設置 H20.11.14 H20.11.20 1本 3 

27 斎宮字牛葉597~竹Ill字中垣内453 B 三重県（松阪建設事務所） 側溝改修 H20.11.26 H21.1.8 L=1,033m 3 

28 竹JII字古里503 地先 B 中部電力（株）松阪営業所 アース設置 H20.11.27 H20.12.2 1か所 3 

29 竹Jll字東裏349→2 B 中部電力（株）松阪営業所 電柱建替え H20.12.9 H20.12.16 1本 4 

30 斎宮字牛葉2996、2998-5 A 個人 農業倉庫新築 H20.12.16 H21.l.16 35.12rri 3・4 第161-6次調査

31 竹JII字古里503 C 斎宮跡観光協謙会 植栽 H20.12 19 H21.1.16 5本 1 

32 斎宮字楽殿2885-2 A 個人 住宅新築 H20.12.24 H21.1.16 66rr! 3 

33 竹川字東裏357-6 A 個人 フェンス改修 H21.l.5 H21.1.29 L=5.0m 3 

34 斎宮字東加座2437-4 A 個人 切株撤去 H21.2.6 H21.3.19 2株 2 

35 斎宮字西前沖2650 B 中部電力（株）松阪営業所 電柱新設 H21.2.12 H21.2.24 1本 4 

36 斎宮字牛葉2996-1外7筆 A 個人 住宅撤去 H21.2.13 H21.4.17 6棟外 4 

37 斎宮字下園地内 B 明和町（上下水道課） 舗装改修及び水道移設 H21.3.5 H21.4.17 65.5m' 1 

38 斎宮字牛葉2757-2 A 竹神社 樹木伐採 H21.3.18 H21.4.17 1本 4 

39 斎宮字中西2407-1 B 中町自治会 放送用ポールの改修 H21.3.18 H21.3.27 1本 3 

40 竹川字古里592-9、592-10 A 涸人 住宅建築 H21.3.18 H21.4.17 81.16面 3 第162-2次調査

41 斎宮字西加座2675-5 A 涸人 駐車場改修 H21.3.31 H21.5.15 37.74吋 4 

第 5表平成20年度現状変更等許可申請一覧
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写真図版2

第161-3次調査 Aトレンチ全景（南から）

第161-3次調査 Cトレンチ全景（南から）

Bトレンチ全景（南から）

,• ・'̀ 

第161-3次調査 Dトレンチ全景（南から）



写真図版3

第161-4次調査調査区全景（北から）

第161-4次調査



写真図版4
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 第161-5次調査調査区全景（北から）
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ふ りがな ふ り がな
コード 北緯 東経 調査面積

所収迪跡名 所 在 地 0'" 0 , ,, 調査期間
rr/ 

調査原因

市町村 遺跡番号

34' 136° 

31' 36' 
史削覗状変更に伴

多た気き郡ぐんめ明い和わら町ょう 55" 16" 20080401 
斎さい宮くう跡あと 全5件 う緊急発掘調査

斎さい宮くう ・竹たけが川わ 24442 210 ～ ～ ～ 

34° 136' 20090331 
149.9m' （史跡斎宮跡第

32' 37' 
161次調査）

30" 37" 

所収遠跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遣物 特記事項

斎宮跡第161次 官街
奈良平安鎌倉 掘立柱建物 土師器須恵器

室町以降 土坑溝 緑釉陶器陶器

第161-1次調査では、鎌倉時代の溝 1条が見つかった。第161-3・5次調査では、斎宮跡に関わ

る遺横は確認できなかったが、参宮街道沿いの遺構検出面の情報を得ることができた。第161-4次調

査では掘立柱建物や土坑を検出し、方格地割の北側の状況を確認することができた。第161-6次調査

は極めて狭小な而積ではあるが、これまで調査事例の乏しかった平安時代斎宮の「内院」と考えられ

要約 る牛葉東区画の西に隣接する牛葉西区画の調査を実施し、内院周辺部における新たな情報を得ること

ができた。



史跡 斎 宮 跡

平成20年度

現状変更緊急発掘調査報告

平成22(2010)年 3月12日

綱
集 斎宮歴史博物館

明和町

発 行明 和 町

印 刷光出版印刷株式会社


